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取取取りりり付付付けけけ要要要領領領

警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州
第第第65号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

米米米国国国カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、こここののの製製製品品品ににに、、、ガガガンンンややや先先先天天天性性性異異異常常常なななどどどののの原原原因因因とととななな
るるる化化化学学学物物物質質質ががが含含含まままれれれててていいいるるるとととささされれれててておおおりりりままますすす。。。

安安安全全全にににつつついいいててて

警警警告告告
こここののの散散散布布布装装装置置置ででで取取取りりり扱扱扱ううう農農農薬薬薬ははは人人人体体体ややや動動動植植植物物物、、、土土土壌壌壌なななどどどににに危危危険険険ををを及及及ぼぼぼすすす可可可能能能性性性がががあああるるるのののででで取取取りりり扱扱扱
いいいにににははは十十十分分分注注注意意意すすするるるこここととと。。。

• 自自自分分分自自自身身身ののの安安安全全全ををを守守守るるるたたためめめににに、、、農農農薬薬薬ををを取取取りりり扱扱扱ううう前前前ににに、、、容容容器器器ににに張張張っっってててあああるるるラララベベベルルルややや安安安全全全デデデーーー
タタタシシシーーートトトMSDSなななどどど取取取りりり扱扱扱いいい上上上ののの注注注意意意をををよよよくくく読読読んんんででで理理理解解解ししし、、、薬薬薬剤剤剤メメメーーーカカカーーーののの指指指示示示ををを守守守るるる。。。たたた
とととえええばばば、、、保保保護護護めめめがががねねねゴゴゴグググルルル、、、手手手袋袋袋なななどどど、、、薬薬薬剤剤剤とととののの接接接触触触ををを防防防止止止ししし危危危険険険かかかららら身身身ををを守守守るるるここことととののの
ででできききるるる適適適切切切ななな保保保護護護対対対策策策ををを講講講じじじるるる。。。

• 散散散布布布すすするるる薬薬薬剤剤剤ははは一一一種種種類類類とととははは限限限らららななないいいのののででで、、、取取取りりり扱扱扱っっっててていいいるるるすすすべべべてててののの薬薬薬剤剤剤ににに関関関しししててて注注注意意意事事事
項項項ををを必必必ずずず確確確認認認すすするるる。。。

• 上上上記記記安安安全全全確確確保保保ににに必必必要要要ななな情情情報報報ががが手手手ににに入入入らららななないいい場場場合合合にににははは、、、こここののの装装装置置置ののの運運運転転転ををを拒拒拒否否否しししてててくくくだだださささいいい。。。

• 散散散布布布装装装置置置ののの整整整備備備ややや修修修理理理をををすすするるる時時時ははは、、、そそそののの前前前ににに必必必ずずず、、、そそそののの装装装置置置ががが薬薬薬剤剤剤メメメーーーカカカーーーののの指指指示示示通通通りりりににに3回回回
のののすすすすすすぎぎぎ洗洗洗いいいややや必必必要要要ななな中中中和和和処処処理理理ををを実実実行行行済済済みみみででであああるるるこここととと、、、さささらららににに、、、すすすべべべてててのののバババルルルブブブにににそそそれれれぞぞぞ
れれれ 3回回回ののの開開開閉閉閉操操操作作作洗洗洗浄浄浄ががが実実実施施施ささされれれててていいいるるるここことととををを確確確認認認すすするるる。。。

• 十十十分分分ななな量量量ののの水水水ととと石石石鹸鹸鹸ををを身身身近近近ににに常常常備備備ししし、、、薬薬薬剤剤剤ががが皮皮皮膚膚膚ににに直直直接接接触触触れれれたたた場場場合合合にににははは、、、直直直ちちちににに洗洗洗いいい流流流すすすこここととと。。。

取取取りりり付付付けけけ

付付付属属属部部部品品品

すべての部品がそろっているか、下の表で確認してください。

内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

水圧トランスデューサ 1
キャップフィッティング 1
フランジガスケット 1
フローメータ 1
フローメータガスケット 2
スイッチ 1
ワイヤハーネス 1

キットを取り付けます。
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キキキッッットトトををを取取取りりり付付付けけけるるる
1. 平らな場所に駐車し、駐車ブレーキを掛け、

スプレーヤーのポンプとエンジンを停止し、
始動キーを抜き取る。

2. バッテリーから、マイナス-ケーブルを外す。

3. マニホルドカップラを攪拌バルブ個別ブーム
バルブアセンブリに固定しているワームクラ
ンプを外す図 1。

図図図 1
図は新しいフローメータ

1. ワームクランプ 4. トランスデューサクランプ

2. ガスケット 5. キャップ

3. フローメータ

4. クランプ、ガスケット、マニホルドカップラ
を外す図 1。

注注注 クランプは再利用します。

5. いま外したクランプを使用してフローメータ
と2枚のフローメータ用ガスケットを取り付
ける図 1。

6. トランスデューサクランプ、キャップ、ガス
ケットを外す図 1。

7. いま外したトランスデューサクランプを使用
してフランジガスケット、キャップのフィッ
ティング、水圧トランスデューサを取り付け
る図 2。

図図図 2

1. 水圧トランスデューサ 3. キャップフィッティング

2. トランスデューサクランプ 4. フランジガスケット

8. ワイヤハーネスについている水圧トランス
デューサ用コネクタを水圧トランスデューサ
に接続する。

図図図 3

1. 水圧トランスデューサ用コ
ネクタ

2. 水圧トランスデューサ
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9. ダッシュボード上のプラグを外して穴にする
図 4。

図図図 4

1. スイッチ 2. プラグ

10. 穴にスイッチを入れる図 4。

11. ダッシュボードの下で、ワイヤハーネスをス
イッチに接続し、さらに車両側のワイヤハー
ネスに接続する。

注注注 車両側のワイヤハーネスのコネクタは、
ハーネスに縛り付けられています。
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運運運転転転操操操作作作

エエエクククセセセラララレレレーーートトトソソソフフフトトトウウウェェェアアアののの使使使いいい
方方方

注注注 キットを取り付け終われば、すぐにソフトウェアを使用することができます。

イイインンンフフフォォォセセセンンンタタターーーのののホホホーーームムム画画画面面面

車両を起動すると、ホーム画面が表示され、アイコ
ンによる表示が行われます駐車ブレーキがON、各
ブームがON、オペレータは着席していない、など。

注注注 以下の図は表示例です説明の都合上、車両の使
用中に画面に表示される可可可能能能性性性のののあああるるるアイコンす
べてを描いてあります。

各アイコンがどのような意味を持っているかについ
ては、以下の表をご覧ください図 5。
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G035692

図図図 5

1. マスターブームスイッチON 5. タンク残量米国ガロン 9. 設定散布レート/増加レー
トON

13. 実際の散布率ガロン毎エー
カー

2. 右ブームON 6. すすぎシステムオプションON 10. オペレータ未着席 14. 中央ブームON
3. 目標散布率ガロン毎エー

カー
7. 攪拌ON 11. 駐車ブレーキインジケータ 15. 左ブームON

4. システム圧psi 8. 散布ポンプON 12. 走行速度マイル毎時

マママスススタタターーーブブブーーームムムスススイイイッッッチチチ表表表示示示

マスターブームスイッチがONの時に表示されま
す図 5。

個個個別別別ブブブーーームムム表表表示示示

それぞれのブームスイッチがONの時に表示され
ます図 5。
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実実実際際際ののの散散散布布布率率率

実際の散布率とは、現在進行中の散布の実際の散
布率です図 5。

目目目標標標散散散布布布率率率

目標散布率は、現在の散布のためにユーザーが設定
した希望散布率です図 5。

注注注自動Autoモードでは、実際の散布率が目標散布率
と同じになるように自動制御されます。

走走走行行行速速速度度度表表表示示示

車両の現在の走行速度が表示されます図 5。

駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキ表表表示示示

駐車ブレーキが掛かっているときに表示されます
図 5。

オオオペペペレレレーーータタタ着着着席席席表表表示示示

オペレータが着席していないときに表示されます
図 5。

設設設定定定散散散布布布レレレーーートトト/増増増加加加レレレーーートトト表表表示示示

設定散布レートと増加レートのどちらか又は両方が
存在する時にこれらの数値が表示されます図 5。

散散散布布布ポポポンンンプププ表表表示示示

散布用のポンプがONのときに表示されます図 5。

すすすすすすぎぎぎ表表表示示示

オオオプププシシショョョンンンのののキキキッッットトト

すすぎが行われているときに表示されます図 5。

攪攪攪拌拌拌表表表示示示

攪拌が行われているときに表示されます図 5。

イイインンンフフフォォォセセセンンンタタターーーのののメメメイイインンンメメメニニニュュューーー画画画面面面

メインメニュー画面にアクセスするにはインフォセ
ンターのボタン5一番右を長押しします。

メインメニュー画面からは、レート設定Set Rates画
面、設定Settings画面、補正Calibration画面、整備
Service画面、診断Diagnostics画面、および基本情報
About画面を選択できます図 6。

図図図 6

1. 上矢印 6. ボタン4
2. ボタン1 7. 選択矢印

3. 下矢印 8. ボタン5
4. ボタン2 9. Exit終了

5. ボタン3
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レレレーーートトト設設設定定定Set Rates画画画面面面

メインメニューでボタン2を何度か押して図 6Set Rates
へ移動し、ボタン4で Set Ratesを選択します図 7。

この画面では目標レート、レート 1、レート 2、増減
パーセントが表示され、これらの設定ができます。

レート1、レート2、増減パーセントの設定は以下
の手順で行います

1. ボタン 1または 2を押して希望する増減パーセ
ントを表示させる図 7。

2. ボタン 4を押して選択または編集に入る。

図図図 7

3. 選択済みレート画面でボタン3と4を使って希
望するレートにする図 8。

注注注 ボタンと4は、長押しすると表示が速くなり
ます。

図図図 8

注注注 ホーム画面で、ボタン1と2を同時に長押し
するとレート1が選択され、ボタン4と5を同時
人長押しするとレート2が選択される。

注注注 ホーム画面で、ボタン1と5を同時に長押し
するとそのレートに決定されます。

増減はボタン1と5を長押ししている間だけ表
示が行われ、ボタンから手を離すと設定レー
トの表示に戻ります。

4. ボタン5を押すとレート設定を保存して画面を
終了し、メイン画面に戻る。

設設設定定定Settings画画画面面面

メインメニューでボタン2を何度か押して図 6Settings
へ移動し、ボタン4で Settingsを選択します図 9。

この画面では、タンクの設定、表示の設定、ブー
ム長さの設定と、これらの設定のリセットができ
ます。

図図図 9

タタタンンンククク設設設定定定Tank Settings

1. ボタン 4で Tank settingsを選択する図 9。

2. ボタン 2を何度か押して設定したい項目を表
示させる図 10。

3. ボタン3と 4を使って希望する値にセットす
る図 10。
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図図図 10

注注注 表示は現在タンク内にある液の量です。低
リミット low-limitを設定しておくと、液量がこ
れ以下になった時に警報が表示されます。こ
の設定は ON/OFFが可能です。ボタン3と4を
押して攪拌を増減することができます。

表表表示示示設設設定定定Display Settings

表示に使用する単位系を変更します

1. 設定画面でボタン2を何度か押して表示設定
Display Settingsへ移動し、ボタン4で Displayを
選択する (図 9)。

2. ボタン1または2を何度か押して単位Unitsへ移
動し、ボタン4で Unitsを選択する。

3. ボタン1または2を何度か押して希望する単位
系へ移動し、ボタン4でそれを選択する。

• Englishヤヤヤーーードドドポポポンンンドドド系系系: マイル毎時、ガロン、
エーカー

• Turfタタターーーフフフ慣慣慣用用用系系系: マイル毎時、ガロン、100 ft²

• SI (メメメーーートトトルルル系系系): キロメートル毎時、リットル、
ヘクタール

インフォセンターのバックライトとコントラストは
以下の手順で変更します

1. 表示Display画面からボタン 2を何度か押して
Backlightまたは Contrastを選択する図 11。

2. ボタン3と 4を使って希望する値にセットす
る図 11。

図図図 11

インフォセンターの保護メニュー設定は以下の手順
で変更します

1. 表示Display画面でボタン2を何度か押して保護
メニューProtected Menusへ移動し、ボタン4で
それを選択する図 12。

図図図 12

2. ボタン 2を何度か押して希望する項目を表示
させる図 12。

3. ボタン 4を押してその設定を選択または選択
解除する図 13。
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図図図 13

インフォセンターの PINパスワード の ON/OFFは
以下の手順で変更します

1. 表示Display画面でボタン2を何度か押して PIN
設定PIN Settingsへ移動し、ボタン4でそれを
選択する図 14。

図図図 14

2. ボタン 14を使って PINを入力し、入力が完了
したらボタン 5を押す図 15。

図図図 15

1. 第1けた 4. 第4けた

2. 第2けた 5. PIN を入力

3. 第3けた

3. PIN設定画面から、ボタン 4を押して「ピン
を入力」PIN Entryを選択し、 PINをONまた
は OFFにする図 16。

図図図 16

PINの変更は以下の手順で行います

1. 表示Display画面でボタン2を何度か押して PIN
設定PIN Settingsへ移動し、ボタン4でそれを
選択する図 14。

2. ボタン 14を使って PINを入力し、入力が完了
したらボタン 5を押す図 15。
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3. PIN設定画面でボタン2を何度か押して PIN変
更PIN Changeへ移動し、ボタン4でそれを選択
する図 17。

図図図 17

4. ボタン 14を使って PINを入力し、入力が完了
したらボタン 5を押す図 15。

注注注 出荷時に設定されている デデデフフフォォォルルルトトト PIN
は 1234です。

図図図 18

1. 第1けた 4. 第4けた

2. 第2けた 5. PIN を入力

3. 第3けた

5. ボタン 14を使って新しい PINを入力し、入力
が完了したらボタン 5を押す図 19。

図図図 19

1. 第1けた 4. 第4けた

2. 第2けた 5. PIN を入力

3. 第3けた

6. ボタン 14を使って PINを承認し、承認が完了
したらボタン 5を押す図 20。

図図図 20

1. 第1けた 4. 第4けた

2. 第2けた 5. PIN を入力

3. 第3けた

注注注 PIN設定の承認図 20の後、PIN修正Pin
Correct画面が約 5秒間表示されます。
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ブブブーーームムム幅幅幅ののの設設設定定定Boom-Width Settings

ブーム幅各ブームの長さは製造時に設定されてい
ます図 9。

補補補正正正Calibration画画画面面面

キャリブレーション補正画面へ行くには、メインメ
ニューでボタン2を何度か押して図 6Calibrationへ移
動し、ボタン4で Calibrationを選択します。

注注注 ボタン5を押せば、いつでも補正はキャンセルさ
れます。キャンセルすると、それまでの補正設定
が引き続き使われます。

図図図 21

流流流量量量のののキキキャャャリリリブブブレレレーーーシシショョョンンン補補補正正正

初めて使用する前や、ノズルを交換したときなど
には、スプレーヤの流量設定の微調整を行う必要
があります。

注注注流量の補正を行う前に、ノズルの流量均一度試験
を行うことをお奨めします。

1. 手動モードにセットし、ブームバイパスバル
ブを閉じ、散布ポンプをONにし、攪拌をOFF
にし、エンジンをフルスロットルにする。

2. 流量Flow画面へ行くには、補正Calibrate画面図
21でボタン4を何度か押して Flowへ移動する。

3. タンクに少なくとも 700リットルの水を入れて
駐車ブレーキを掛ける。

4. ボタン2を押して次のステップへ進み、ノズル
の色を選択でボタン4を何度か押して画面を
出す。

5. ボタン3と 4を使って現在使用しているノズ
ルの色を選ぶ。

6. ボタン2を押して次のステップへ進み、進むTo
Proceed画面を出す。

7. ボタン2を押して次のステップへ進み、15秒間
回収試験15 Second Catch Test 画面を出す。

注注注 15秒間回収試験は2.75bar2.8kg/cm2 = 40psiで
行い、その結果をベースに調整を行うことを
お奨めします。

この試験は、全部のブームを ONにして行っ
てください。

8. まず 2.75bar2.8kg/cm2 = 40psiからスタートして
水量を測定し、その結果を見て散布量調整ス
イッチで、所定の水量が得られるように調整
する。

9. ボタン2を押して次のステップへ進む。

10. 全部のブームを ONにし、マスターブームス
イッチを ONにし、ボタン2を押して補正を
開始する。

注注注 補正キャリブレーションには数分かかり
ます。

注注注 散布中、インフォセンターに散布量が現在
進行形で表示される。

重重重要要要 補補補正正正作作作業業業中中中はははポポポンンンプププををを止止止めめめたたたりりりブブブーーームムムををを
OFFにににしししたたたりりりしししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

11. 補正が成功すると、補正成功Calibration
Successful と表示されるので、ボタン5を押し
て終了する。

12. 補正に失敗すると、補正失敗Calibration Failedと
表示されて失敗の理由が表示されるボタン5を
押して終了し、補正をやり直す。

速速速度度度のののキキキャャャリリリブブブレレレーーーシシショョョンンン補補補正正正

1. タイヤ空気圧が適切であることを確認する オ
ペレーターズマニュアルを参照。

2. 速度Speed画面へ行くには、補正Calibrate画面で
ボタン2を何度か押して図 21Speedへ移動し、
ボタン4で それを選択する。

3. タンクに少なくとも 700リットルの水を入れて
駐車ブレーキを掛ける。

4. ボタン2を押して次のステップへ進み、速度補
正Speed Calibration画面を出す。

5. 何メートル走行させるかを決める。

6. ボタン2を押して次のステップへ進む。

7. 希望距離を増加させるにはボタン3を押す。希
望距離を減少させるにはボタン4を押す図 22。

注注注 ボタン5を押すと補正は中止され、走行距離
の設定は以前に行った設定のままとなります。
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G034324

200

図図図 22

1. 希望距離を長くする 2. 希望距離を短くする

8. 全部のブームを OFFにし、ボタン2を押して補
正を開始する。

注注注 車両を走行させるにつれて速度補正が進
行し、インフォセンターに現在の走行距離が
表示され、表示は希望走行距離に達するまで
行われます。

重重重要要要 速速速度度度補補補正正正ががが完完完了了了しししてててもももエエエンンンジジジンンンををを止止止めめめななな
いいいでででくくくだだださささいいい。。。

9. スタートライン0のマークをつけた場所が前
輪の真下になるようにしてから走行を開始し
て、58km/h程度の速度で走行し、前輪の真下
にゴールラインが来たところで停止する。

10. ボタン2を押して走行距離を承認する。

11. 補正が成功すると、補正成功Calibration
Successful と表示されるので、ボタン5を押し
て終了する。

12. 補正に失敗すると、補正失敗Calibration Failedと
表示されて失敗の理由が表示されるボタン5を
押して終了し、補正をやり直す。

手手手動動動補補補正正正入入入力力力Manual Calibration Entry

この画面では、流量の補正値と速度の補正値を確認
修正することができます。

整整整備備備Service画画画面面面

整備画面へ行くには、メインメニューでボタン2を
何度か押して図 6Serviceへ移動し、ボタン4で Service
を選択します。

注注注散布中に、整備画面で現在の流量を確認すること
ができます。

G034305

図図図 23

整備Service画面から、時間Hours画面を選ぶと、マシ
ンの稼働時間、ポンプの稼働時間、次の整備までの
時間を見ることができます図 24。

G034304

図図図 24

時間画面をリセットするには、ボタン3を長押し
します図 24。
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診診診断断断Diagnostics画画画面面面

診断画面へ行くには、メインメニューでボタン2を
何度か押して図 6Diagnosticsへ移動し、ボタン4で
Diagnosticsを選択します。

診断画面で入出力 Input/Outputを選ぶと、ポンプ、
ブーム、エンジンの入力や出力を確認できます図
25。

診断画面で不具合確認Fault Viewerを選ぶと、これま
でに発生した不具合を確認できます図 25。

G034283

図図図 25

基基基本本本情情情報報報About画画画面面面

この画面へ行くには、メインメニューでボタン2を
何度か押して図 6Aboutへ移動し、ボタン4で About
を選択します図 26。

マシンのモデル番号とシリアル番号が表示されま
す。

G034285

図図図 26

イイインンンフフフォォォセセセンンンタタターーーののの散散散布布布面面面積積積表表表示示示画画画面面面

ホーム画面で、ボタン5を長押しするとメニューバー
が現れますから、Total Area合計面積または Sub-Area
区画別面積を選んでください図 27。合計面積Total
Area画面では、これまでに散布した総合計面積と散
布量が表示されます図 27。区画別面積Sub-Area画面
では、区画を選ぶと、その区画にこれまでに散布し
た面積と散布量が表示されます図 28。

図図図 27
総面積画面

1. 散布総面積エーカー 5. 散布総量米国ガロン

2. ホーム画面に戻る 6. 散布総面積と散布総量を
リセット

3. 総面積画面を見る 7. Exit終了

4. 区画別面積画面を見る
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図図図 28
区画別面積画面

1. 現在選択中の区画 4. この区画で散布済みの量
米国ガロン

2. この区画で散布済みの面
積エーカー

5. 前の区画を選ぶボタン長押
しで現在の区画の散布面
積と水量をリセット

3. 次の区画を選ぶ
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イイインンンフフフォォォセセセンンンタタターーーががが表表表示示示すすするるるアアアドドドバババイイイススス

運転操作が不完全な場合などに、インフォセンターの画面にアドバイスが表示されます。たとえば、走行
ペダルを踏み込んだ状態でエンジンを始動させようとした場合には、走行ペダルを ニュートラル 位置
にしてくださいという表示が出ます。

どのアドバイスの場合も、現在の状態始動拒否、エンジン強制停止など、アドバイス番号数字、対処法アド
バイスが表示された理由、説明文による説明が、図 29のように表示されます。

図図図 29

1. 表示された説明 3. 何かのキーを押せば画面がクリアされます

2. コード

注注注 アドバイスは不具合としては記録されません。

注注注 インフォセンターのどのキーでも押せば、表示は消えます。

各アドバイスは以下の表の通りです

作作作業業業内内内容容容 コココーーードドド 対対対処処処法法法 表表表示示示文文文

始動が阻止されました 2 ポンプスイッチがONです 始動するにはポンプをOFFにし
てください

始動が阻止されました 3 ニュートラルにありません 始動するには走行ペダルを
ニュートラルにしてください

始動が阻止されました 4 着席していません 始動するには、着席するか駐車
ブレーキを掛けてください

始動が阻止されました 5 時間切れです 始動するには、少し休んでくだ
さい

始動が阻止されました 6 すすぎポンプがONです 始動するにはすすぎポンプを
OFFにしてください

エンジンが停止されました 102 着席していません オペレータ不在のためエンジン
を停止しました

エンジンが停止されました 103 駐車ブレーキがONです 駐車ブレーキが解除されていな
いのでエンジンを停止しました

ポンプの始動が阻止されました 202 ブームがONです ポンプを始動するにはブームを
OFFにしてください

ポンプの始動が阻止されました 203 着席しておらず駐車ブレーキが
OFFです

ポンプを始動するには、着席
するか駐車ブレーキを掛けてく
ださい

ポンプの始動が阻止されました 205 エンジン始動中 ポンプを始動するにはエンジン
クランキングを停止してください
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ポンプが停止されました 206 着席していません ポンプを始動するには着席して
ください

タンクの状態 402 タンク残量わずかです タンクの状態、残量わずか

タンクの状態 403 すすぎポンプがONです タンクの状態、すすぎポンプが
ON

パラメータの値 502 入力された数値が不適切です パラメータの値、不適切です

パラメータの値 503 許容範囲外の値です パラメータの値、不適切なので
デフォルトを使用しました

ブームがOFFです 802 速度が落ちました ブームがOFFか、停止したか、
走行速度が遅すぎ
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